
（１）市民参加の実施内容

市民参加実施結果シート 結果　（途中・終了）
令和４年４月１日時点

担当課（　　　　学校施設課　　　　　）

２　市民参加の手続　実施結果について

タイトル 南流山中学校移転事業
市が考える
市民等への影響

〈メリット〉
・義務教育施設であるため、必要不可欠な施設であり、教育を受ける学習権の保証ができる。
・現南流山中学校を増加する南流山小学校の児童の受け入れ先とし、南流山中学校を移転する。
〈デメリット〉
一部の生徒にとっては、通学路の距離が長くなる。正式名称 南流山中学校移転事業

概　要
南流山地区の児童及び生徒の増加に対応するため、同地区に新たに小学校が必要となった。
その小学校は現南流山中学校を改修して利用するため、南流山中学校を旧東洋学園大学へ移転するものである。
令和６年４月開校を目指し、移転に当たって既存の大学を中学校の教室とするなど必要な整備方針（必要な機能、施設及び手法）、施設計画（施設の規模及び周辺施設の整備に関する考え方）を定め、これに沿って改修工事を行うもの。

市民参加の
実施結果を
踏まえた担
当課の意見

・基本設計概要版を用いて行ったことで意見が多く寄せられ、実施の効果は高かった。
・南流山中学校並びに南流山中学校区の小学校及び自治会宛に「学校施設だより」を配布し、周知に努めた。
・事業を行う地域において意見交換会を開催することで、参加者から多様な意見、要望を聞き取ることができ、実施の効果は高かった。

市民参加の方法を選択
した理由・実施時期
（流れ）を選択した理
由

・学区に通う児童の保護者向けにアンケートを実施することで直接影響のある方からの意見聴取が可能と考えた。
・パブリックコメントは、市民に定着しており、時間や場所等に拘束されず、意見表明ができるため、幅広い市民から意見聴取が可能と考えたため。
・意見交換会は、タウンミーティングと同じ会場で実施することができ、関係する市民が集まりやすく、率直な意見が聴取できると考えたため。
・実施時期は、改修に係る基本設計がまとまったので図面などを用いることで、市民にとってわかりやすい内容を示すことができると考えたため。さらに、それらを踏まえた上で改修計画に取り入れていくことができる。

市民参加の手法 ①開催告知日 ③募集期間 ④受付方法 ⑤開催日・場所等 ⑥対象者・人数等 ⑦委員構成 ⑧結果の公表 ⑨市民参加手続実施後の検証 ⑨意見の反映 ⑩工夫したこと ⑪その他特記事項

令和2年12月24日
登録者はメール、未
登録者は文書配付

意見を反映した
（案を修正し
た）

現状報告を行い、保護者の方々
にアンケートを実施するなど、
早期に意見を伺うよう努めた。

アンケート 令和2年10月30日
令和2年10月30日～11月20
日

メール、学校を通じ
提出

パブリックコ
メント手続き

＜HP＞
令和3年11月19日

＜広報誌＞
令和3年11月21日

＜出張所・公民館＞
令和3年11月18日

令和3年11月22日～12月21
日

ファクミシリ
郵送
電子メール
書面の持参

-

鰭ケ崎小、南流山小
の現1年生から5年生
までの保護者

意見を反映した
（案を修正し
た）

合わせて、自治会要望書に対す
る回答を行っている。

案を修正しな
かった

〇 その他

参加者数
24名

南流山中学校並びに南流山中学
校区の小学校及び自治会宛に
「学校施設だより」を配布し、
周知に努めた。

〇
案を修正しな
かった

その他

意見数
59件
13名

-
＜HP＞
令和4月2月28日

＜HP＞
令和4年2月28日

意見を反映した
（案を修正し
た）

南流山中学校並びに南流山中学
校区の小学校及び自治会宛に
「学校施設だより」を配布し、
周知に努めた。

意見交換会

＜HP＞
令和3年11月19日

＜広報誌＞
令和3年11月21日

- -
令和3年12月11日
南流山センター 〇

案を修正しな
かった

その他

-



（２）実施された市民参加の流れ ＊継続的なもの

４月 ５月 ６月 ７月

アンケート

パブリックコメント手続き

意見交換会

１２月 １月 ２月
市民参加の手法

令和２年度

３月

令和３年度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 ２月 ３月８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

告知

開催

告知

開催

アンケート、意見提出 ～11/20

10/18タウンミーティング
7/11タウンミーティング

意見に対する回答 12/24

公表

公表


